
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修報告 

安全な食事を進めるために ～食べる機能のみかた

令和２年１月２８日（火） 

父母と学ぶ会だより 
No．４１研修報告号～R２年４月発行 

 高齢化に伴い食事中に誤嚥等の不慮の窒息で亡くなってしまうリスクが高くなります。食べ物の硬

さが原因で詰まりやすいわけではなく、柔らかい食べ物でもお粥やパンなど、口に含むことで水分を

含み喉に付着しやすくなる物があり、しっかりと飲込む前にどんどん詰め込んでしまう事でむせてし

まいます。飲み物も同様に続けて飲んでしまうことでむせてしまう。食べたり飲み込むペースが重要

になります。 

誤嚥・窒息のリスクをどう防ぐのか？ 

・食べるペース→小分け・介助 

・一口量→小スプーン・一口大 

・かきこみ食べ→小分け・三角食べ 

・ばっかり食べ→小分け・食器の工夫          

いきなり変えるのではなく、続けられることを優先しましょう。障害のある方で多く見られるのが、

ペースの早い食事・一口の量が多い・かきこみ・ばっかり食べの４項目です。食べ方を見直し、声か

けなどで意識を別に向けることで食べるペースの調整をして安全な食事を続けていきましょう。                                     

（文責 佐藤 潤） 

報告 

「転倒予防」（楽しい運動編）～転ばない為の体作り  

令和２年２月２６日（水） 

 令和２年２月２６日（水）に父母と学ぶ会研修会を行いました。ゆいまあるの保護者を始め利用者

職員やグループホームゆうゆうの保護者、職員と合計２７名の参加がありました。  

 転倒した時にケガや骨折をするリスクがありますが、年齢によって骨折の部位が異なります。若い

人は体のバランスを保とうとする為、前方に倒れて手首や膝の骨折が多く、高齢者は足の筋力が落ち

ているため後方へ尻もちをつくので大腿骨頚部骨折が多くなります。大腿骨頚部骨折では股関節の痛

みが強く、ほとんどの場合立つことや歩く事ができなくなり、ＡＤＬ（日常生活動作）が自立できな

くなり寝たきりへとつながるそうです。  

 では大腿骨頚部骨折を防ぐには何をしたらいいでしょうか？ まず転ばないための体づくり、上半

身のバランス力を養うこと、そして柔軟性を保つ事が大切です。この２つがあれば転倒してもケガや

骨折をしずらくなり、とっさに手が床に着く事で大腿骨頚部骨折を防ぐことができます。身体のバラ

ンス力と柔軟性を保つためには日常的に少しずつ、無理のない（痛くない）範囲でストレッチや運動

を行いましょう。その時にできるだけゆっくりと体を動かすとより効果的です。また、転倒予防では

環境作りもとても重要で、自分に合ったサイズの靴を履くこと、滑りやすい敷物や小さな段差を無く

すこと、などで転びにくい環境を作る事ができます。今できているこの生活を維持し続けるためにも

毎日少しづつでも意識して転倒予防を始めていきましょう。       （文責 栗田 百江） 

令和元年度父母と学ぶ会 静岡厚生病院 出張健康講座 
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 障害者虐待防止、権利擁護について今年度２回目の研修として、「利用者の権利擁護、虐待の未然防

止」をテーマに施設内研修を実施しました。 

 厚生労働省は、虐待防止の通知の中で虐待が生じる要因について「複雑・多様であるが、虐待の多く

は密室な環境下で行われること、障害者（児）の権利を侵害する小さな出来事から心身に傷を負わせる

行為までに次第にエスカレートしていくこと、職員に行動障害などに対する専門的な知識や技術が不十

分な場合に起こりやすいこと等、障害者（児）虐待に共通な構造が存在する」としています。 

虐待発生のメカニズムとして、①小さな不適切な支援（行為）の積み重ね②支援の知識や技術の不足

③職員の優位性④身体拘束は常に虐待と隣り合わせの４つの背景が挙げられることを整理し、事例を基

に理解を深めました。 

 事例検討では、日常の身近な場面について、その支援（対応）が適切かどうかを容認派と否定派に分

かれて意見を出し合いました。それぞれがどういった視点に立っているのか、何が課題かを議論し、自

分たちの考え方や意識を見直す機会としました。  

 日々の中で、小さな不適切な支援（行為）に気づかず過ごされてしまうことは十分に起こり得ること

です。だからこそ、自分たちの支援（行為）について、日々振り返り、皆で意見を酌み交わして検討し

ていくことが必要なのだと改めて感じた研修となりました。        （文責 鈴木 麻梨子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設内研修報告 

障害者虐待・権利擁護 

令和２年３月９日（月） 

新型コロナウイルス感染症について 

今、世界的に流行している新型コロナウイルス感染症ですが、有効性が確認された特異的な抗ウイル

ス薬やワクチンは存在せず、治療方法としては対症療法が中心となっています。 

今私たちにできることは咳エチケット・手洗いうがい・外出をなるべく控えることです。外出をする

場合は外出前に体温を計り、マスクを着用しましょう。テレビやお便りで知っている方が多いと思いま

すが、換気の悪い密室空間、多人数が集まる密集場所、間近で会話や発声する密接場面の「三つの密」 

を避けましょう。 

 

新型コロナウイルス感染症の疑いがある方は帰国者・接触者相談センターへ  

静岡市保健所 TEL０５４（２４９）２２２１ 

また、症状や感染についてご心配な方は静岡県庁の相談ダイヤルか厚生労働省の相談窓口へ 

                                     受付時間 

静岡県庁       TEL054(221)8560     TEL054(221)3296  二回線とも 8:30～17:15 

厚生労働省の相談窓口      TEL0120-565653             9:00~21:00 
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